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  40回」「世阿弥供養祭」「安養寺薪、定例観光能」 









































   査（9月）
・空也上人立像修復調査（長畝　観音院）（9月）
・県立文書館との共同調査（加茂歌代　市橋家、 
















   風間進氏作成）
・『北村宗演』文弥節デジタル化（佐渡博物館所蔵、
   佐渡市視聴覚ライブラリー協力）
・木崎神社棟札・絵馬デジタル化、図録作成
・北沢遺構壁群記録写真のデジタル化及び遺構図


















   出版社や研究者等外部への資料、デジタルデー





































































  ［人間国宝三人展、金と銀の島、佐渡、鉱山とそ 
   の文化 .. 日本鋳金家協会　創立百周年記念パネ



































































































○『しま』№ 214（「しま」の原景）佐藤利夫　 ( 財 ) 日本離島センター広報課　 ( 財 ) 日本離島センター
平成２０年に刊行された佐渡関係出版物
ー 7ー


































○『埋文にいがた』№ 62（県内の遺跡・遺物 60　台ヶ鼻古墳）　 ( 財）新潟県埋蔵文化財調査団　 ( 財）新潟県埋蔵
　文化財調査団
○『佐渡市埋蔵文化財調査年報（平成 18年度）』　佐渡市教育委員会　佐渡市教育委員会
































○『島の新聞』第 19号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 20号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 21号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 22号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 23号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 24号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 25号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 26号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 27号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社
○『島の新聞』第 28号　島の新聞社 ( 長野雅子）　島の新聞社





































































 　( 特別寄稿　ある女性の生涯 ) 児玉信雄
 　(『佐渡近現代史人名辞典』稿本 (3）) 石瀬佳弘
 　( 間山・庄右衛門町から大工町界隈 (4) －金銀山ロードの住人たち・根本良山－ ) 小林祐玄
 　( 学校林（その３）) 川島勝年
 　( 佐渡教会をめぐる人びと－佐渡プロテスタント伝道の百年－（その５）) 渡辺信吾
 　( 佐渡の山々　その１　妙見山周辺 ) 竹村博道
 　( 本荘了寛の足跡と明治紀念堂 ) 北見継仁
 　( 佐渡近代の新聞、「新佐渡」復刻に関連して ) 風間　進
 　( 湊のガイドより）山本　健
 　( 沢根発展のカギは鶴子銀山にあり！！ ) 沢根小学校
 　( 設立趣意書および原稿募集 ) 
 　( 会員名簿 )



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 国 6 　 5 2 1 1 1 　 1 4 1 1 1 4 1 3 1 1 1 60 95
県 7 3 9 1 1 1 1 2 1 1 9 5 13 7 1 3 65
市 16 11 25 13 9 24 10 11 4 15 14 19 42 213



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 蓮華峰寺金堂 36 五所神社の御田植神事
3 北條家住宅 37 白山神社の田遊神事
4 小比叡神社（本殿、鳥居） 38 正月行事
5 妙宣寺五重塔 39 ドブネの製作工程
6 蓮華峰寺骨堂 40 田植に関する習俗
7 木造阿弥陀如来坐像 41 越後、佐渡のいらくさ紡織習俗






































































2 長谷寺五智堂 （附　棟札２枚） 38 白山神社の田遊神事
3 慶宮寺八祖堂 （附　厨子１基） 39 羽黒神社のやぶさめ
4 大日堂 40 五所神社の御田植神事
5 菊地家住宅 （附　棟札１枚） 41 佐渡の大神楽舞楽
6 木崎神社本殿 42 新穂玉作遺跡
記念物
7 大蓮寺山門 （附　棟札３枚） 43 羽茂城跡
8 紙本金地着色洛中洛外図屏風
44
小泊須恵器窯跡群 （追加指定 ・ 名称変更　平成
17.3.25）9 翁三番叟絵扁額、 三十六歌仙絵扁額
10 三十六歌仙絵扁額 45 相川鉱山遺跡 ・ 鎮目市左エ門墓
11 木造阿弥陀如来立像 46 藤塚貝塚
12 木造十一面観音立像 47 真野古墳群
13 木造不動明王立像 ・ 木造矜羯羅童子立像 48 岩屋山石窟
14 能面翁 （白色尉 ・ 黒色尉） 49 台ヶ鼻古墳
15 銅造観世音菩薩立像 50 浜端洞穴遺跡
16




17 木造金剛力士立像 53 青木城跡
18 神事面べしみ 54 小川台場跡
19 木造金剛力士立像 55 村雨のマツ
20 鍍金装笈 （本尊五仏）　　附　錫杖及び数珠 56 熊野神社社叢
21 大般若経 57 乙和池の浮島及び植物群落
22 川上家文書 58 杉池の広葉樹林
23 北條家医学関係資料 59 長谷の三本スギ
24 佐渡鉱山関係施設等設計図　一括 60 長谷の高野マキ









28 人形首 （説教人形、 のろま人形）
有形民俗文化財
64 越後 ・ 佐渡の三斎市 ・ 六斎市
29 佐渡本間家能舞台 65 新潟県の昔話伝承者
30 佐渡諏訪神社能舞台 66 越佐の小正月行事
31 佐渡諏訪神社能舞台 67 新潟県の作神信仰
32 佐渡羽黒神社能舞台 68 新潟県の若者組


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所得金額 郡・町村名 姓名 職業
4,743 円 雑太・相川町 秋田藤十郎 商・地主
4,296 加茂・小田村 梶井五郎左衛門 地主・酒造
3,872 雑太・相川町 幅野長蔵 商・地主
3,654 　〃・〃 大島高任 鉱山局長
2,450 　〃・〃 松栄治作 商・地主
1,350 　〃・〃 渡辺渡 鉱山技師
1,316 〃・河原田町 中山五兵衛 酒造・地主
1,291 羽茂・宿根木村 佐藤伊左衛門 廻船・地主
1,205 雑太・沢根町 青野半五郎 廻船・酒造・地主






明治23 116円 770円 635円 1,521円
〃　24 90　 1,049 　 478 　 1,617　 
〃　25 92　 1,003 　 430　 1,525　 
〃　27 450　 1,156 　 430　 2,036　 
〃　28 533　 1,164　 431　 2,128　 
〃　30 639　 1,158 　 431　 2,228　 
〃　33 433　 959　 500　 1,892　 
〃　34 318　 959 　 700　 1,977　 




























































年代 田 畑 計 分米高
元禄 7
町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 石 斗 升 合 勺
8.19 8.19





明治 23 15．3．4．04 6．0．7．15 21．4．1．19


















































































































































































































































































































































































　称念寺は、宝暦期 (1751 ～ 63) の成立とさ
れる『佐渡国寺社境内案内帳』（以下『寺社帳』
とす）によれば京都東本願末でこの当時には相
川紙屋町にあり、寛永 8(1631) 年、山之内 ( 相
川金銀山の内 ) 左沢に開基され延宝期 (1673 ～





































用捻出のために島内巡回した日記帳 ( 明治 17








4(1627) 年から明治 28(1895) 年まで、およそ
270 年にわたり江戸期と明治期のもの、ほぼ半
数ずつであった。
　最古の寛永 4年の史料は、かゝ ( 加賀 ) 庄太









































物を礼銀 3貫 100 目を受取り了恵という僧へ譲
り渡し（写真３）、さらに同月相川山之内称念寺
の清治の檀家 5人、青盤 2人、新間歩・上相川・













ないので、貝塚村 ( 旧金井町 ) に開山堂という




















































































































情報指導員   池 田 雄 彦
２　調査の結果と考察
























































































































































　　斉の甘徳が制定　黒星　   118星座　511星
　　保井春海が制定　青星　　 61星座　308星
②　右上に大きく「上規」の文字が見られる。（図
　10）江戸時代の天文用語で「上規」は北天の
　意味があり、上規図※であることを示している。
③  星の色分けや赤道星図は、保井春海とその子
　昔
ひさ
尹
ただ
が作成した「天文成象」の図に類似してい
　るが、右側部分に②の上規図が描かれているこ
　と、画面下に経度に相当する角度と時間が書か
　れていることが異なっている。上規図は地図測
　量にとって必要な資料である。
　①②より、資料名は、『星座図（上規図）』と（　） 
　付きにして名付けた方がよいと考える。
３　調査のまとめ
　各星図に共通したこととして
・代表的な一等星の位置を現在の星
　の位置と比較してみると、大変正
　確である。
・黄道や天の赤道上の位置（時角）
　がきちんと記載されていることか
　ら、星の観測からその土地の緯度・
　経度の測量に利用できる精度である。
・星の等級（明るさ）など、図11の
　ようにそれぞれの星座図で工夫し
　て描かれている。
　同じ石井夏海・文海所持文書『自気発動星座
測量之図　草稿※※』や『柴田収蔵日記」の資料
調査から、これらは、石井親子が入手したり、複
写したもと思われる可能性が極めて高い資料で
ある。石井夏海・文海の活躍した文化～享保時
代の佐渡に、このように正確な星座図があった
こと、それを使って天体観測がなされたこと（佐
渡で観測された彗星の観測記録）は大変興味深
いことである。
　また、当時日本有数な優秀な測量技師が存在
した佐渡、どこかに象限儀や子午線儀などの天
体観測器が存在していることを願っている。
　限られたページ内の関係で、描かれている中国
星座や日本の保井春海が追加した星座等の紹介
や詳細な特徴を紹介できないのが残念である。
　これら星座図の詳細な特徴については、資料を
整理した上で、佐渡伝統文化研究所ホームページ
で紹介する予定である。
　　
〔参考文献〕
１　永田　久　『暦と占いの科学』　新潮選書　1982
２　藪内清　『天文学の歴史』　昭和４３年　恒星社
３　中村　士・荻原哲夫　『高橋景保が描いた星図とそ の
　　系統』　国立天文台報　第８巻, 85－110（2005）
4　海上保安庁　『天文歴』、2001
5　中村　士、『江戸の天文学者　星空を翔ける』　2008
　　技術評論社 
6　『ステラナビゲータ Ver.8』　（天文シミュレーションソフト 
　　ウェア）　アストロアーツ社（2009年１月データ更新）
図９　星座図
図 10　［左］星座図右側部分　［右］下端部分
図 11　衆星図部分
※天の北極を中心に周天に目盛りをつけて描いたもの ※※「佐渡伝統文化研究所年報」創刊号　P57～ 64で報告
編集後記
佐渡伝統文化研究所年報　２号
（平成 20年度版）
■発行日　　　平成２１年３月２５日
■編集・発行　佐渡伝統文化研究所
　 　　　　　　〒 952-8501
　　　　　　　新潟県佐渡市両津湊１９８番地
　　　　　　　ＴＥＬ　0259-27-4170
■電子出版　佐渡伝統文化研究所
　http://www.sadocity.niiigata.jp/sadobunka/denbun/
■非売品　
　佐渡伝統文化研究所年報第２号を、皆さまにお届けします。 
　年報の柱とも言える論文には、ご多忙の中、３名の方々にお願い
しました。時を得た質の高い論文の執筆をいただき厚く感謝申し上
げます。また、本年度から所員は「資料紹介」として、佐渡伝統文
化研究所の調査からそれぞれが印象の強い資料を紹介しておりま
す。
　市の予算の関係で、電子出版として発刊、多くの方々に紙ベース
でお届けできないのは大変残念なことです。しかしながら、形は別
としても貴重な文献や資料紹介等をきちんと蓄積し、後世に残すこ
とに重要な意義があると信じ、手作りで発刊に到った次第です。
 　市の厳しい財政情勢や機構改革にもめげず、この研究所の年報が
形にこだわらずいつまでも発刊が続き、将来的には印刷物として再
刊行できると願いつつ編集後記といたします。
（池田雄彦）
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